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「
一
倉
不
生
」
の
剣
を
め
ざ
し
て

範
士
八
段

ナ||

崎

小
学
生
の
時
か
ら
剣
道
を
は
じ
め
て

七
十
余
年
、
八
十
三
歳
の
今
も
稽
古
を

欠
か
し
ま
せ
ん
が
、
剣
道
に
こ
れ
で
良

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ら

お

ん

ふ
し

ょ
う

仏
教
に

「
一
念
不
生
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
「心
の
統

一
が
完
成
し
、
ど

ん
な
妄
念
も
生
じ
な
い
境
界
」
を
い
い
、

「無
念
無
想
」
と
同
じ
で
す
が
、
剣
道

で
こ
の
境
地
に
達
す
る
の
は
容
易
で
は

な
く
、
長
い
剣
道
人
生
を
ふ
り
か
え

つ

て
、
思
い
当
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
三
十
年
、
三
段
の
時
、

警
察
南
部
剣
道
大
会
、
関
東
管
区
警
察

剣
道
大
会
、
東
京
近
県
優
勝
旗
争
奪
戦

（
い
ず
れ
も
三
段
以
下
の
部
）
に
優
勝
で

き
た
の
は
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
い
技

が
出
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
昭
和
三
十
八
年
の
全
日
本
選
手
権

大
会
で
準
々
決
勝
の
延

長
六
回
目
で
小
手
を
と

ら
れ
て
敗
退
し
た
時
や
、

平
成
三
年
の
石
川
国
体

で
団
体
決
勝
戦
に
進
み

な
が
ら
、
二
対
二
の
大

将
戦
に

一
本
先
取
し
た

の
に
敗
れ
た

の
は
、

「
勝

た
ね
ば
」

と

の

「
妄
念
」
が
出
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

六
十

一
歳
で
八
段
審

査
に
十
回
目
に
し
て
合
格
し
た
昭
和
六

十
三
年
五
月
の
京
都
武
道
館
で
の
立
合

い
は
、
勝
敗
を
超
越
し
た
平
常
心
で
の

「無
心
の
技
」
が
出
た
か
ら
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

「
一
念
不
生
」
と
い
い

「無
念
無
想
」

と
い
い
、
言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
。

大
切
な
の
は
自
分
を
信
じ
る
心
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
を
信
じ
る
と
は
、

自
分
を
縛

っ
て
い
る
縄
を
絶
ち
切
る
こ

と
で
、
試
合
に
し
ろ
稽
古
に
し
ろ
立
合
っ

て
相
手
が
強
そ
う
だ
と
か
弱
そ
う
だ
と

か
見
え
て
し
ま
う
の
は
、
自
分
を
縛

っ

た
目
を
捨
て
き
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ

の
よ
う
な
お
の
れ
を
捨
て
き

っ
た

一
本

―
―

こ
の

一
本
が
出
る
に
は
、
不
断

の
稽
古
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

私
は
十
八
歳
で
出
征
し
、
十
九
歳
の

時
に
中
国
戦
線
で
終
戦
を
迎
え
、
戦
後
、

警
察
官
に
な

っ
て
柔
道
を
や
り
、
三
段

を
と

つ
て
か
ら
剣
道
を
復
活
し
、
様
々

な
人
生
経
験
を
し
て
こ
の
歳
に
な

っ
て

強
く
思
う
の
は
、
生
涯
修
行

―
―

生

き
て
い
る
限
り
修
行
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
剣
道
す
る
子
供
た
ち
か
ら
教
わ

る
こ
と
が
実
に
多

い
こ
の
頃
で
す
よ
。

（談
）

（神
奈
川
県
剣
道
連
盟
相
談
役

・
藤
沢
市

剣
道
運
既
相
談
役

・
剣
修
館
川
崎
道
場

館
長
）

TADAO
長方形
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第
１６
回
藤
沢
市
剣
道
錬
成
大
会

技

一
体
の
試
谷
を
晨
鵡

平
成
２‐
年
１１
月
１５
日

（日
）

第
１６
回
剣
道
錬
成
大
会
は
秋
葉
台
文

化
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
十
野
賛
大
会
会
長
か
ら
、

「今
回
の
大
会
に
は
、
心
技

一
体
の
理

念
で
試
合
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。
冒
心
い

切

っ
て
打
突
せ
よ
』
と
い
う
言
葉
を
よ

く
聞
く
が
、
こ
れ
は
、
惑

い

・
疑

い

。

怖
さ
を
乗
り
越
え

て
打
て
と

い
う
意
味

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉

の
通
り

実
行
で
き
る
か
は
、
日
ご
ろ
の
帯
古
で

養
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
剣
道
に
よ
り

親
し
ん
で
、　
一
に
稽
古
、
三
に
稽
古

で

励
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
激
励
の
言
葉
が

あ
り
、
夢
想
神
伝
流
居
合
道
演
武

（修

武
△
０

の
後
、
小
中
学
生
個
人
戦
と
藤

沢
北

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
優
勝
旗
争
奪

団
体
戦
、　
一
般
男
子

・
女
子
団
体
戦
の

く
幸
野
貫
大
会
会
長
挨
拶

熟
戦
が
行
わ
れ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
優
勝
旗
争
奪
戦

で
は
、
剣
修
館
川
崎
道
場
Ａ
が
優
勝
し
、

一
般
男
子
団
体
戦
で
は
膚
丸
Ｂ
が
、　
一

般
女
子
団
体
戦
で
は
心
剣
会
が
優
勝
。

各
部
門
の
成
績
は
次
頁
の
通
り
で
す
。

く
修
武
会
居
合
道
演
武

・ヽこ」「

男子団体決勝戦▲
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平成21年 第 16回 藤沢市剣道錬成大会の記録
学年別個人戦

藤沢北日―タリークラブ優勝旗争奪団体戦 (参加団体 18) カ ッコ内の数字は学年を示す

優  勝 準優勝 3 位 敢 闘  賞

小学1 2年生 菊池奈津実(遠) 泉 颯飛(信)
秋本竜之助(サ|)

引‐上あすか(互)

小学 3年 生 貰 れ 風 馬 ( サ| ) 官 島 山 竜 ( 通)
長 l l l直也( | | )

松 本  洸 (信)

山 口拓 巴(片)島 オ」優 花(片)

末 好 伊 織(信)下 村 祥 吾(警)

小学 4年 生 安藤 源 大(片) 薫吉 辰 朗(′い)
磯部寿太郎(心)

萩 野 聡 大(片)

高橋美優(心)秋本鈴之助(サ|)

山口穂 高(片)花 村遺大(片)

小学 5年 生 森 悠 基()) lf田  海 (″じヽ)
| | 1 内利 俊(遠)

山 田肯 平(サ)

高森帖太郎(青)清 水  崚 (サ| )

渡 辺 紗 ■(サ| | )田辺 翻̀ 正(サ| | )

卜学 6年 生 柱 柚 太 郎 ( 片) 占 川 明 洋 ( ′い)
中 国崚 介(片)

烏村 llE馬(片)

度 江 祐 馬(ナ|)同野沙友ユ(片)

杉 同 千 尋(片)矢 野  暁 (片)

中学 1年 生 木 村  茂 (遠) +11崎望笑|))
菅  真 魚(片)

同辺 龍 I (ナ| )

竹 内  剃 】(片)平 野内直樹(片)

長 澤 杏 優(片)

中学 2年 十 福 嶋 宏 明 ( 這) 古知屋雅康(サ|)
石 田  怜 (サ|)

内 海 竜 太(サ| | )

中学 3年 生 松 岡祥 平(サ) 廣 吉 政 治(′ぶ)
新 井 康 平(″い)

小 林 礼 乃(青)

上 谷  障 (遠)貝 原 明紘(遠)

豊 山  者 (滝)弘 田  旭 (信)

順位 団 体 名 先鋒 小4以下次鋒小5以下中堅 小6以下 言J】平中学生以
~
末】軍中学生以

~

優 勝 会11多館 川崎道場A 秋不鈴之助 4 森 悠 基 ( 5 松岡真楽美 6 占知屋雅康 2 ) 松岡祥平 ( 3

準優勝 フしヽ 廣吉辰朗 4 ) 活田 海 古川明洋 6 )新ウト康平 3 )度吉政治 ( 3

3 位 剣1ケ館 |十山奇道場B 長瀬直也 3 ) 林 和 成 5 辰Ittf馬 石 田 怜 2 ) 藤本 匠 3

3 位 遠藤青少年剣道部A 福島山竜 3 ) 佐藤 亨 5 白水晃大 木本」 俊 2 ) 福島宏明 2

一般 男子団体の部

順位 団 体 名 先 鋒 段 (年齢) 中 堅  段 (年齢) 大 将  段 (年齢)

優 勝 層 九 B 石 坂 優 典 二 ( 2 0 ) 松 村  徹 四 ( 2 1 )鈴 木 辰 拓 四 22)

準優勝 修 武 会 D l l H口 崇 五 ( 3 1 )中村 俊 夫 五 ( 3 9 )吉 原 孝 夫 =

3 位 長 右 衛 門 山 田貴 大 三 ( 1 8 )藤 木 美 穂 三 ( 2 0 )櫻 井 利 蔵 六

3 位 (日大)湘南乃風 l l  l  勇大 三 ( 1 8 )白 石 陸 人 三 ( 1 9 ) 石 井  忠 三 19)

一般 女子団体の部

順位 団 体 名 先 鋒  段 (年齢) 中 堅  段 (年齢) 大 将  段 (年齢)

優勝 ″しヽ 度 吉春 香 三 ( 1 8 )松 原 聡 美 四 ( 4 0 )野 中 淳 子 工 ( 4 0 )

準優勝 剣1参館 川崎道場 古知屋愛塚 (21) 井 上 真 琴 四 ( 5 5 )古知屋敦子 四 (46)

・一キ一一車一一！一や
交
剣
知
愛

辞
書
に
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
頃
、
高
段
者
の
間
で
し
き
り

に
こ
の
四
文
字
熟
語
が
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
剣
を
交
え
て

愛
を
知
る
、
と
別
に
難
し
く
考
え

る
こ
と
な
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の

「
愛
」
と
い

う
言
葉
に
深
い
意
味

・
哲
理
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
を
代
表
す
る
剣
道
家
の

一

人
で
、
全
剣
連
副
会
長

・
範
士
九

段
で
あ
っ
た
故
玉
利
嘉
章
先
生
の

議
演
録
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

―
―

「交
剣
知
愛
」
と
で
圭
言

葉
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
「愛
」
と

い
う
字
は

「お
し
む
」
と
も
読
む
の

お
し

で
す
。
剣
を
交
え
て
愛
む
を
知
る
。

あ
の
先
生
は
強
か
っ
た
け
れ
ど
、
よ

か
っ
た
な
あ
。
あ
の
先
生
に
も
う

一

度
お
願
い
し
て
み
た
い
。
稽
古
を

受
け
た
人
か
ら

「愛
ま
れ
る
」
。
そ

う
い
う
先
生
が
本
当
の
指
導
者
だ

と
思
う
の
で
す
。
　
　
　
　
　
釜
じ
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国
政
選
挙
の
た
め
、
秋
葉
台
文
化
体

育
館
か
ら
洲
南
学
囲
体
育
館

へ
会
場
を

変
更
。
湘
南
学
同
学
校
長
及
び
関
係
職

員
の
ご
協
力
で
無
事
剣
道
大
会
の
率
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
、
熱
戦
が
行
わ
れ
た
。

大
会
終
Ｆ
後
、
阿
部
安
行
審
判
　
長

よ
り
次
の
吉
業
が
あ

っ
た
。

「
あ

い
さ
つ
と
同
じ
よ
う
に
試
合
に

も
大
き
な
声
を
出
し
て
、
選
手
諸
君
は

試
合
に
臨
ん
で
い
た
。
試
合
中
は
、
常

に
強
い
気
持
ち
を
持
ち
、
試
合
終
ｒ
後

に
は
、
相
手
を
思
い
や
る
心
と
、
反
省

と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
ほ
し
い
」
。

部
門
別
の
成
績
は
以
下
の
通
り
。

第
６４
回
藤
沢
市
民
総
合
体
育
大
会

藤
沢
市
民
剣
道
大
会

平
成
２‐
年
８
月
３０
日

（日
）

平成21年 第 64回藤沢市民剣道大会入賞者

参加数 優 勝 準優勝 3  位 3位

女1 1ヽ 2 3 5 島 |」佐 イと , i

l l l卜た涼 雇

島 彩 綱ii少止

J支 ,ど 171/ 4L ‖|女J 4ヽ 6 田 j l」椰 ‖: | | 松岡真来ウ[ |

父 中  1 山 出r iイ4夫 | | 長 ご| ″ヽ 優 ) i ,丙り|わ|〔 :F 志 本寸“:モ々  月

女 中  2 32 森 川 仲 忠 石 桁 俊 海 六 肝i谷
ツ
サt穂 南 は る杏 1月

女 中  3 小 イイギし乃 青 白水帖業走

|||ド1少け[羅
石)卜すtF翌

峯IJ角|ガト響 原 円 共 ネ己 六
女 市, 1

女iti 2 3

女   股

男′卜2以 f

1 9

1 6

1 8

勝亦1 , t考i芙 山

仁L■  唯 西

「Pj古した」久
湖

エ 後藤ひかる叫!
今井材「紀早
高 橋 イ| :余 ′し、

高橋夫保翠
本夕|・11に Fム 片t夕r  t t  F慶 1公原 1俗美

高 l r l俊毅8 秋本,こ之助 |

/1  ヽ 3 1 1 1 夕 i L片 匿 ' 1 !瓜押5 1 1 長 l l  i r r也| | 丸山竣 1町踏

′1  ヽ 4 宏 1体'ちi太  片 度
i「
ち〔朗 tヽ秋本宜】之助 |‖ 放 野 聡 人 片

リ

′
‐
ヽ
５

一

′！ヽ
６

3 1

30

イ本  千 1+1戊 川 鈴 木 克海 緩 高森W i太郎 青

島 村 】t崎 片

佐 藤 慶 l i

度 河:材「|じ

川

一
川1 l f川サ!洋 じヽ

木 |」 茂 た

れi ll,″fl堀 ,主

体 岡 祥
｀
F '‖

滝 れ1太 郎 h

竹 ブ村 拐 〕片チ

リ

1 子 1

「11  2

51 木 村 松 人 信 凹 辺 持[叫モ

橋 本 和 巴

高 「1風 イL

| 十1

'十

木 I J  後 遠 古角|たt邪'煉 |‖

リ | 3 1京i【f」女i台 心 藤本 ルi塑
り ドⅢ l 1  拐 J平 i也|||  |二 十 J III裕之 型 朝 | 1  仙J

男ドⅢ2 3 は lf将杵 ″亡ヽ 斎 世1イト基 1日欠崎 悠 埋 野 升十裕 功〔 西

リサ 1 初々サット

男2 3段 |

孔

~司

ｂ

一
４５

一
２３

材|)と奈 や市

神 | | 1政紀 長

ぢえ野 / r則 片

市川押!久 羅
川尻 ‖子1可|

岩 | | | |イi介 '十

佐llA性志∵
貝 】〔俊 1児止

有坊t川真r  t l

大琢 優 茂 |ギ十fそ卜本1彦併
打t麻  家 ノ亡、男5 6 7段 23 青 ll  Ⅲ‐嵯 常 本 健 1内
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伊
澤
俊
彦

・
幸
野
　
串員
両
氏
が

平
成
２‐
年
度
功
労
賞

を
受
賞

去
る
平
成
２２
年
３

月
７
日
、
神
奈
川
県

剣
道
祭
に
お
い
て
、

伊
澤
俊
彦

０
真
と

、

幸
野
賃

０
真
こ

両

氏
が
剣
道
界
の
功
労

者
に
お
く
ら
れ
る
平

成
２‐
年
度
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昇
段
お
め
で
と
う
。

ま
す
ま
す
の
精
進
を
１

２‐
年
度
前
期

合
格
者

五
段

丸

川

雄

〓
一
修
衷
０

四
段

矢
野
　
慎

一　
↑

瀬
）

三
段

杉

岡

佳

子

↑

瀬
）
宮

本

和

実

官

大
）

原

田
佳

織

官

大
）
加
藤
奈
穂
子

掃

学
）

大

場

夏

希

繍

学
）
桐

生

　

梓

療
沢
ロ

吉

川

絵

梨

行
崎
場

萩

原

澄

子

稀
工
込

安

藤

英

賢

↑

瀬
）
伊

藤

聡

宏

宮
菱
昌

鈴

木

　

海

喬
南
巨

久

保

貴

彬

繍

学
）

長

澤

磨

秀

↑

瀬
）
森
山
陽
太
郎

優

応
）

真

島

祐

悟

震

嶺
）
廣

吉

将

吾

心
剣
含

二
段

伊
藤
さ
く
ら

貧
葉
担

佐
々
木
明
恵

官
鎌
含

佐

藤

桃

子

雪

園
）

見

玉

朋

子

昴

学
）

東
風
谷
和
泉

昴

学
）

中

澤

美

波

雪

園
）

横
山
由
美
菜

定
藤
赳

田

邊

明

子

繍

学
）

山
下
奈
緒
子

ｎ
崎
道
彰

小

林

礼

乃

震

青
）

宮

崎

文

花

霊
藤
赳

井

出

凪

子

御
所
邑

宇

都

隆

史

懇
下
と

鈴

木

玄

昭

宿
経

）

貝

原

明

紘

定
騎

）

藤

本

　

匠

稀

学
）

堀

口
雅

弘

奎

中
）

一向
口
風

都

介

瀬
）

樋

日
　

伸

索

中
）

北

川

晃

仁

全

中
）

由

井

洋

輔

宿
盤

）

土

谷

　

陣

倉
藤
赳

中

国

研

太

ズ

中
）

高

橋

風

也

宿
剣
あ

沼
野
井
翔
太

療

青
）

比
留
川
永

一　
療

嶺
）

初
段

高
原
か
お
り

密
藤
型

内

海

寿

香

釜

園
）

佐

藤

智

咲

雪

園
）

清

水

　

萌

貧

後
）

亀

井

萌

絵

御
覧

）

演

村

　

栞

震
高

）

糠

谷

実

穂

全

中
）

森

川

智

恵

景

中
）

佐

藤

文

乃

昴

学
）

水

戸

玲

香

ズ

中
）

千

葉

美

雪

掃

学
）

梶
ヶ
谷
恭
輔

震

嶺
）

責
川
田
仁
志

客
下
じ

大

谷

　

明

客
醸

）

西
口

一
平
太

窓
下
じ

角

戸

信

晴

倉
鰭

）

津

曲

俊

明

谷
下
じ

藤

川

大

村

療

嶺
）

石

井

勇

佑

貧

後
）

高

田

琢

登

療

嶺
）

水

谷

亘

大

信
明
む

浅

野

　

撤

繍

洋
）

青
木
優

一
郎

（
一　
中
）

漆

原

智

史

御
質

）

橋

本

岳

大

硯
埠

）

佐

藤

　

一輩

秋
葉
こ

宮

川

比
ハ
子

客
下
喜

梶

野

智

子

雪

園
）

寺

脇

公

美

雪

図
）

や

自
由

美

全

般
）

井

上

真

秀

雪

園
）

宍

戸

彩

呑

定
藤
赳

山
田
和
花
子

硯
治
こ

自

水

晴

菜

ズ

中
）

上

野

優

花

↑

瀬
）

峯

村

知

那

繍

学
）

谷

川

奈

央

繍

学
）

山

内

花

華

ｅ
藤
型

山

本

明

弘

療

青
）

川

村

有

生

憲
沢
む

岡

　

将

大

曇

中
）

杉

本

龍

奉

繍

学
）

猪

飼

拓

真

宿
盤

）

福

鳥

　

衛

ズ

中
）

樋

口
　

将

含
ハ
こ

山

本

佳

明

療

青
）

松

岡

祥

平

行
崎
昌

村

井

佑

次

行
鱈
彰

相

澤

千

聡

霞

嶺
）

江

問

智

隆

↑

瀬
）

七

尾

和

希

景

中
）

度

吉

政

治

↑心
剣
含

立

川

弥

里

繍
暮

）

岡

崎

慶

子

雪

園
）

西

田
桃

子

雪

園
）

堀

江

海

子

索

中
）

清

野

美

涼

繍

学
）

内

田
美

里

貪

中
）

長

嶋

　

恵

矢

中
）

石

川

絢

音

全

中
）

深
井
あ
か
ね

（
一　
中
）

南
　
は
る
香

翁
治
こ

山
下
祐
紀
子

（
一　
と

高

須

賀

誠

ぞ
心
毎

北

川

晋

一
（松
下
じ

高

橋

宏

和

客
醍

）

馬

淵

敏

暢

客
盤

）

富

岡

慎

一
松
下
喜

板

谷

英

駿

慶

応
）

植

木

海

斗

療

嶺
）

石

田

博

郁

宿
剣
あ

伊

藤

　

幹

宿

中
）

遊

佐

祐

介

療

嶺
）

重

田

大

策

定
藤
赳

福
島
こ
宏
明

定
藤
赳

長
谷
川
大
樹

合
ハ
こ

松

本

慧

土

震
高

）

笹

子

　

滉

震
ケ
巳

塩

田

優

吾

ズ

中
）

浅

井

智

章

繍

学
）

藤

原

勇

樹

矢

中
）

秋

元

佑

大

硯
導

）

高

椋

健

大

ズ

中
）

阿

部

貴

之

ズ

中
）

田

中

颯

太

療
高

）

真

砂

祐

大

宍

中
）

中

嶋

杵

希

定
藤
倒

古

川

太

一
繍

学
）

永

田

兆

嗣

震
高

）

橋

渡

大

智

療
綸

）
宮

川

和

之

繍

学
）

木

村

優

大

索

中
）

木

村

　

俊

定
騎

）

新

井

恵

輔

矢

中
）

平
川
聖

一
郎

全
ハ
Ｂ

石

口
］
　

怜

繍

学
）

伊

井

駿

太

硯
埠

）

松

本

　

輝

震
ヶ
∪

古
知
屋
雅
康

行
埼
道
盪

丸

山

昌

洋

宿
剣
あ

橋

本

和

也

索

中
）

２‐
年
度
後
期

合
格
者

錬
士

山

内

暉
夫

倉
藤
型

岡

本
章

寿

修
武
全

七
段

宮
治

洋

介

修
武
全

六
段

吉

川
秀

人

命
崎
盪

白

水
後

治

倉
騎

）

山

本

広

志

官
一
塞

五
段

栗

原
　

浩

修
武
全

木

下
貴

志

繍
寧
母

小

山

聡
章

↑

瀬
）
寺

沢

茂

樹

宮

菱
）

菅

谷

和

彦

惨
蓉

）

四
段

岩

見

樹

則

行
崎
盪

梅

木

　

透

宿
明
色

桑

野

正
彦

行
崎
湯

荒

川
将

孝

宮

菱
）

奥

永
　

剛

行
崎
道
あ

三
段

士心
田
多
喜
子

行
崎
道
を

長
浮
美
穂
子

↑

瀬
）

（次
頁
に
つ
づ
く
）
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藤

沢
市
剣
道
連

盟
役
員

会

　

長

幸

野

　

　

争
貝

副

会

長

諸

節

寛

行

里
小　
木
　
圭
口　
健

小

川

正

昭

　

ヽ

理

事

長

阿

部

安

行

副
理
事
長
　
井

′争
）
勝
　
記

廣
　
士
口　
康
　
成

名
誉
会
長
　
久
木
田
　
圭
由　
戒

相

談

役

川

崎

　

　

渉

伊

澤

俊

彦

顧

　

問

市

成

義

治

事
務
局
と
指
導
教
育
部

（部
長

・
小
磯
雄
一
）
・

大
会
審
査
部

（部
長

・
井
念
勝
記
▼

企
画
広
報

部

（部
長

「
永
島
修
治
）
の
専
門
部
会
制
で
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
よ
り

　

　

事
務
局
長
　
諸
節
寛
行

次
　
　
長
　
と準
騰
　
浩

剣
道
級
位
審
査
規
則
の
全
部
改
正
に
伴

い

本
年
度
よ
り
級
審
査
会
に
於

い
て
、
木
刀
に

よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
実
施
要
領
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
。

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
審
査
会
で
木
刀
に

よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
を
実
施
す
る
。

①
ｌ
級
は
、
「基
本
１
か
ら
９
ま
で
」

②
２
級
は
、
「基
本
１
か
ら
６
ま
で
」

③
３
級
は
、
「基
本
１
か
ら
４
ま
で
」

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
審
者
数
に
よ

り
何
組
か
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
実
施
に
際
し
て
は

「
元
立
ち
」
「掛

か
り
手
」
を
明
確
に
指
定
し
て
か
ら
基
本
１

か
ら
９
ま
で
を
行
う
事
と
す
る
。
ま
た
、
受

審
者
の
安
全
を
最
優
先
に
し
て
審
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
日
頃
か
ら
の
稽
古
で
も
安

全
管
理
に
努
め
怪
我
を
さ
せ
な

い
よ
う
、
充

分
に
注
意
し
な
が
ら
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本

技
稽
古
法
を
進
め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

行

日

美

咲

霰
哲

）

ｉ日
キ
↑
主大
批
仮
（抑
出
に
■
）

根

本

　

泰

二
　
般
）

野

澤

　

一元

緑
沢
じ

塚

本

大

志

品
目

）

立

野

真

広

藤
滑

）

生
〈
候町
　
　
　
彼
い
（■‐‐
向
ケ
問
）

二
段

小

林

末

那

稿
営

）

辻
　
ひ
と
み

輛
市
じ

滝

口
瑠

美

接
政
屋

神
原
奈
津
子

昴

洋
）

佐
藤
百
合
絵

粛

洋
）

木

村

健

助

劾

陵
）

（前
頁
よ
り
）

小
松
原
　
結

粛
南
邑

鈴

木

　

明

（
　
些

外

崎

伸

二

喬
奈
些

黒

川

将

子

輛
高
Ｂ

山

上

泰

輝

禄
浜
と

門

村

帖

助

震

応
）

出
口
沙
瑛
子

烹
鎌
ａ

山
本
智
住
子

弔

川
）

高

橋

美

波

涌

洋
）

布

施

業

々

粛

洋
）

佐

藤

　

博

修
武
全

佐

藤

大

幅

震

店
）

石
井
洋
太
郎

廃

店
）

斎

藤

倫

介

官
答

）

年
↑
嶋
　
　
一元

（藤
　
嶺
）

水

谷

友

哉

議
沢
Ｅ

市
四
＝仰
羊
【
工貝
　
⌒湘
両
学
阿
一

北

村

優

大

藤
協

）

木

本

一
良

候
高

）

垣

本

　

周

穣

牧
一

井

村

潤

太

稀

洋
一

高

精

龍

弘

品

汗
）

豊

山

　

折
昼

抱

と

初
段

石

橋

優

海

宍

中
）

八

谷

迄

風

景
審

）

中

村

　

馨

〔
鎌
ａ

小

路

哲

也

昴

股
）

出

口
後
心
大

烹
錬
ａ

原

田

雄

大

Ｒ
鎌
ａ

住

田

達

也

御
資

）

北

村

　

颯

稲

洋
）

松

井

　

容

憲

嶺
）

い朴
【
太
Ｔ
　
　
工保
（滝
　
中
）

飯

尾

高

佐

価

洋
）

西

田

　

響

羅

嶺
）

小

川

将

太

碗
治
世

福
村
光
太
郎

羅

嶺
）

平

野

歩

佳

和

汗
ヤ

中

村

美

咲

東
審

）

高

久

友

里

宅

同
）

池

田

梨

乃

曇

園
）

金

子

朝

希

電

田
）

小
野
瀬
麻
菜

雪

同
）

清

水

菜

月

稀
市
団

杉
山
絵
里
香

震

応
）

松

本

春

菜

履
高

）

大
久
保
優
美

繍
南
学
国

千

葉

修

平

森
張

ン

石

井

真

人

森
正

田

中

伸

尚

官

大
）

小
川
浩

一
郎

覇

陵
）

渡

邊

悠

介

憲

嶺
）

川

又

慎

也

硯
冷
ｕ

員

田

直

輝

宿
明
鐘

和

田

健

吾

輛

洋
）

菊

池

綾

人

弱
治
と

杉

山

　

祐

府
阿
Ｅ

山

口
洸

貴

輛
南
宙

野

村

洋

皓

爾
所
母

古

川

由

貴

籠

中
）

小

泉

勇

貴

輛

洋
）

新

見

太

郎

粛

洋
）

布

川

彩

夏

電

図
）

本
間
千
那
実

こ

固
）

片
山
奈
津
子

行
岡
Ｂ

梶

野

瑛

子

疑

因
）

大

川

麻

実

豊

園
）

畠
中
　
淋
早
化
沐
レ
（秋
末
台
中
）

荻

野

芳

則

Ｔ

披
）

添

田

　

勝

伝
下
Ｌ
≡

九

山

穂

高

森
Ｌ

ッ

南

　

和

貴

窃

陵
）

朝

倉

滉

貴

藤

微
）

森

戸

飛

翔

輛

洋
）

加

藤

貴

裕

優

応
）

三
好
航
太
郎

粛

洋
）

奈
良
同
　
朋

危

中
）

藤
古柳
未

来

行
岡
せ

杉

村

太

啓

繍

洋
）

瀬

高

佑

晃

二

中
）

山

村

翔

馬

稀

洋
）

久
保
埜
裕
也

輛

洋
）

内

海

竜

太

■

中
）

林
　
健
太
郎

和
問
旦

藤沢市剣道連盟旗ができました

中央に藤沢市のマーク、その下に

変形 した 2つ の輪は、紫と自の藤の

花、月の形です。光 り輝 くのは外か

ら光を与えられての事、剣道は一人
ではできません。強 くなるのも相手
がいての事、お互いに尊重 し、感謝
の礼をしている図です。その中心の

菱形は、刀の断面で剣を表 します。

剣道を目的として和で結ばれ、人間

形成に努める藤沢市剣道連盟の旗印
です。 (企画広報部 永 島修治)
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素
人
相
撲
で
大
関
だ

っ
た
父
に
す
す
め

ら
れ
て
、
大
日
本
武
徳
会
庇
屋
支
部
で
剣

道
を
は
じ
め
た
の
は
、
小
学
五
年
生
の
時

で
し
た
。
先
生
か
ら

「筋
が
い
い
」
と
褒

め
ら
れ
、
庇
児
島
県
の
小
学
校
大
会
に
出

場
し
た
り
し
て
、
高
等
科
の
時
は
、
「剣
道

で
身
を
立
て
よ
う
か
」
と
思

っ
た
ほ
ど
で

す
。
青
年
学
校
卒
業
後
、
福
岡
県
飯
塚
市

の
三
菱
炭
鉱
倫
田
炭
鉱
に
就
職
。
鞍
手
中

学
の
野
見
山
五
段

（当
時
は
五
段
が
最
高
位
）

に
教
え
を
う
け
、
昭
和
十
五
年
に
は
三
段

に
な
り
、
十
六
年

一
月
に
広
島
電
信
二
連

隊
に
入
隊
し
た
の
が
二
十

一
歳
の
時
で
し

た
。
新
兵
で
い
き
な
リ
ビ
ン
タ
を
も
ら
い
、

十
二
月
八
日
、
大
平
洋
戦
争
勃
発
。
通
信

兵
と
し
て
南
方
作
戦
に
参
加
、
サ
イ
ゴ
ン
、

バ
ン
コ
ク
、
ビ
ル
マ
を
転
戦
し
、
十
七
年

陸
海
空
軍
基
地
の
ラ
バ
ー
ル
ヘ
。
そ
し
て

十
月
、
激
戦
地
の
ガ
グ
ル
カ
ナ
ル
島

へ
進

撃
し
ま
し
た
。

す
で
に
日
本
軍
は
制
空
権
、
制
海
権
を

※①代表者 ②設立 ③稽古場所と日時 ④会員数 ⑤連絡先

心 剣 会 藤 沢 ① 度吉康成 ③藤が同中学校 (火)19
～21 秩 父宮体育館 (金)18～ 19:30 高 谷市民の家
(土)居 合道 10～ 12 ④37名 ⑤ 度吉康成 (0466-25-
9335)藤沢市渡内2-21-11

片 瀬 剣 友 会 ① 梶山雅造 ②8召和43年4月 ③ しお
さいセンター体育館 (金)19～ 21 小 学生 ・一般 (土)
片瀬小学校体育館 14～ 15 幼 稚園児 15～ 17 小 学生 ・
一般 ④ 81名 ⑤ 朝長 (ともなが)(0466-23-1430)

滝の沢剣友会 ① 中塚亮次 ②昭和53年4月 ③ 滝の

沢小学校体育館 土 ・日の隔週交代で週 1回  18～ 20

⑤中塚亮次 (0466-87-0415)藤 沢市遠藤886-18

剣修館川崎道場 ① 川崎 渉  ② 昭和54年5月 ③ 松本
スポーツセンター内 (藤沢市善行 3-23-2)(月 ・水)
小学生 18～ 19:15 中 学生以上 19:30～ 20:45(上 )
小学生 17～ 18 中 学生以上 18～ 19 ④ 高校生以下34

名、大学生 ・一般44名 計 78名 ⑤ 館長:サ|1崎 渉 自宅:

藤沢市遠藤658-1(0466-87-5636)道 場 (0466-81-
9018)

御所見剣心会 ① 井出 猛  ② 昭和48年4月 ③ 御所
見市民センター体育室 (金)19～21 ④21名
⑤井出 猛 (0466-47-1057)

剣道連盟居合道部 修武会 ① 伊澤俊彦 ② 平成16
年4月 ③ 秋葉台体育館武道場 (火)19～21 鵠沼中学
校 (水)19～21 ④22名 ⑤ 竹内迪子 (0466-36-2071)

ガ
島
生
還
も
剣
道
精
神

藤
沢
市
剣
道
連
盟
名
貸

〓
長

久

木

田

善

戚

米
軍
に
奪
わ
れ
て
い
た
の
で
、
ガ
島
攻
防

戦
は
苦
戦
し
、
食
料
の
補
給
も
な
く
、
餓

え
と

マ
ラ
リ
ヤ
や
デ
ン
グ
熱
な
ど
で

「
餓

島
」
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
丘
の
上
か
ら
敵

陣
を
見
る
と
、
音
楽
が
聞
こ
え

コ
ー
ヒ
ー

な
ん
か
飲
ん
で
い
る
の
に
、
私
達
は
舌
の

し
び
れ
る
毒
草
の
外
の
草
を
食
べ
て
い
る

の
で
す
よ
。
「寝
た
ま
ま
小
便
を
す
る
者
は

三
日
間
、
物
を
言
わ
な
く
な

っ
た
者
は
二

日
間
、
ま
た
た
き
を
し
な
く
な

っ
た
者
は

明
日
」
が

「寿
命
」
と

い
わ
れ
、
日
本
将

兵
の
三
分
の
二
が
餓
死

・
戦
病
死
。
私
も

マ
ラ
リ
ヤ
で
苦
し
み
ま
し
た
が
、
生
き
抜

け
た
の
は
剣
道
で
身
体
を
鍛
え
て
い
た
の

と
不
院
不
屈
の
剣
道
精
神
で
し
た
。

駆
逐
艦
で
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

へ
撤
退
。

こ
こ
で
斬
り
込
み
隊
員
に
抜
擢
さ
れ
、
私

は
ガ
島
生
き
残
り
の
剣
道
三
段
の
軍
曹
な

の
で
、
斬
り
込
み
の
訓
練
を
ま
か
さ
れ
ま

し
た
。
深
夜
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
旬
旬
前
進

し
て
ゴ
ボ
ウ
剣

（短
剣
）
で
敵
陣

へ
斬
り
込

む
の
で
、
昼
間
の
内
に
ゴ
ボ
ウ
剣
で
枝
を

切

っ
て
道
し
る
べ
を

つ
く

っ
た
り
し
ま
し

た
。
ラ
バ
ー
ル
基
地
か
ら
飛
び
立

っ
た
山

本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
搭
乗
機

が
島
の
上
空
で
米
軍
機
に
撃
墜
さ
れ
た
の

を
目
撃
し
、
長
官
の
戦
死
は
極
秘
に
さ
れ

た
も
の
の
知

っ
た
の
で
す
が
、
私
自
身
も

死
を
覚
悟
し
た
毎
日
で
し
た
ね
。

し
か
し
、
斬
り
込
み
隊

へ
の
出
撃
命
令

は

つ
い
に
出
ず
に
終
戦
。
翌
年
三
月
、

マ

ラ
リ
ヤ
の
身
体
で
祖
国
日
本

へ
生
遠
で
き

た
の
で
す
。

戦
後
、
現
三
井
製
糖
に
勤
務
、
剣
道
五

段
の
三
十
二
歳
の
頃
に
全
日
本
産
業
人
剣

道
大
会
に
優
勝
。
横
浜
商
大
の
剣
道
師
範

も
二
十
六
年
間
し
て
県
大
会
六
回
の
優
勝

に
導
き
ま
し
た
。

剣
道
で
最
も
大
切
な
の
は
、
邪
心
を
起

こ
さ
ず
、
半
眼
で
相
手
の
目
を
見
て
集
中

す
る
こ
と
で
す
。

剣
道
を
生
き
甲
斐
と
し
て
九
十
歳
の
今

日
が
あ
る
の
は
、
剣
道
精
神
の
お
か
げ
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（談
）

（全
日
本
剣
道
連
盟
有
功
賞
、
神
奈
川
県
剣
道

連
盟
表
彰
賞
受
賞
。
全
日
本
高
齢
者
剣
道
大

会
第
十
七
回

・
二
十
三
回
優
勝
）

支部だよ り       第 2回
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月 日付 曜日 開始時間 大会 ・稽古会 ・講習会 会 場

4

4 日 14時から 市合同稽古会 秋美台2F

4 日 9日寺から 1級 審査会 川 崎 道 場

土 13時から 市剣連審判法講習会 秩父宮(全)

日 13時から 中学生受審者講習会 秩父宮(全)

土 14母手から 稲門剣友会・市合同稽古会秋葉台(全)

日 14母手から 市高段者研究会 枚父宮(半)

9 日 14時から 市合同稽古会 秋葉 台 2 F

日 13時から 市剣連指導者研1夕会 枚父宮 (全)

日 14腎寺から 市高段者研究会 川 崎 道 場

6

6 日 9日時から Aブ ロック2級以下審査会 明治中学校

6 日 14時から 市合同稽古会 川 崎 道 場

日 9時 から Bブ ロック2級以下審査会 川 崎 道 場

日 13時から 中学生合同稽古会 秩父宮 (全)

日 14時から 市高段者研究会 秩父宮(半)

日 13降手から 市剣連指導者研1夕会 秩父宮(全)

7

4 日 13時から 市剣運審判法講習会 秋葉台 3 F

日 14時から 市合同稽古会 川 崎 道 場

日 14時から 市高段者研究会 川崎 道場

8 日 14時から 市合同稽古会 秋葉台3F

日 9日寺から 藤沢市民総体剣道競技の書「秋葉台第1

日 14時から 市高段者研究会 秩父宮(半)

9

土 14時から 県高齢者剣友会.市合同稽占会 秋葉台3F

日 9時 から 1級審査会 川 崎 道 場

日 14時から 市合同稽古会 秋葉台3F

日 14時から 市高段者研究会 秩父宮(半)

末 祢 13時から 市内中学生剣道形講習会 秋葉台3F

轄

平成22年 3月 10日

l N F O R M A T 1 0 N

平成22年度 藤沢市剣道連盟 ・年間行事日程

※秋葉台=秋 葉台文化体育館 秩 父宮=秩 父宮記念体育館

髪

１０
年
を
越
え
た

稲
門
剣
友
会
と
の
合
同
稽
古

昨
年
６
月
、
早
稲
田
大
学
①

Ｂ
の
稲
門
剣
友
会
と
の
市
合
同

稽
古
会
が
１０
回
を
越
え
、
秋
葉

台
文
化
体
育
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
本
年
度
も
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
、
振
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

「藤
剣
風
」
に

会
誌
名
が
決
ま
る

平
成
２‐
年
７
月
、
２‐
年
度

第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、

本
誌
名
が
出
席
理
事
２９
名
の

投
票
の
結
果
、
「藤
剣
風
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
次
点
は

「剣
声
」
「剣
と
藤
」
で
し
た
。

本
号
か
ら
新
誌
名
で
お
届

け
し
ま
す
。

川
崎
先
生
と
久
木
田
先
生
の
両
長
老

か
ら
談
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
範
士

八
段
剣
歴
か
ら
の

「
一
念
不
生
」
の
剣
。

太
平
洋
戦
争
激
戦
地
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

島
生
還
の
剣
道
精
神
。
い
ず
れ
も
本
誌

な
ら
で
は
の
貴
重
な
内
容
で
す
。
（衆
）

会員コーナー マ ンガ、川柳、わ:
旬、詩歌…剣道に関するものを何
でも投稿してください !
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月 日付 曜日 開始時間 大会 ・稽古会 ・講習会 会 場

日 13時から 市合同稽古会 秋葉台2F(全)

14時から 市代表選手強化練習会 秋葉台3F

日 13時から 市高段者研究会 秩父宮 (半)

日 13日寺から 市剣連審判法講習会 秋葉 台 3 F

日 13日寺から 中学生合同稽古会 秩父宮 (全)

3 水・打 13日寺から 市代表選手強化練習会 秋葉 台 3 F
ワ
′ 日 148寺から 市合同稽古会 川 崎 道 場

日 13時から 市剣連指導者研修会 秩父宮(全)

日 9時 から 第17回藤沢市剣道練成大会秋葉台第1

日 14時から 市高段者研究会 秩父宮(半)

5 日 14時から 市合同稽古会 秋葉台2F(全)

土 14H寺から 県高齢者剣友会,市合同稽古会秋 葉 台 3 F

日 14母手から 市高段者研究会 秋父宮(半)

幹
１
9 日 14B手から 市合同稽古会 秋葉台2F(全)

日 14日寺から 市高段者研究会 秩父宮(半)

2

6 日 14酵手から 市合同稽古会 秋葉台2F(全)

日 14時から 市高段者研究会 秩父宮 (半)

日 13時から 市剣連指導者研修会 秩父宮(全)

6 日 14時から 市合同稽古会 川崎 道 場

日 13時から 市内中学生剣道形講習会 秋葉台2F(全)

日 14時から 市高段者研究会 川崎 道 場
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